
公民  1 2 中 3  社会 小テスト  その 2 こたえ

新しい人権
名前

月 日

現代社会 憲法 政治 経済 国際社会 これから

今
日
の
問
い

社会の変化にともなって生まれた「新しい人権」とは何だろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 主権者として判断するために、国や自治体の情報を知る も重視された。 (10点)

2 子どもの権利条約が採択されたのは である。 (10点)

3 世界人権宣言に法的な拘束力をもたせるため、 が採択された。 (10点)

4 日本は、女性差別撤廃条約を批准するため、1985年に を制定した。 (10点)

5 良好な環境のもとで生活する権利を という。 (10点)

6 女性差別撤廃条約が採択されたのは である。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 インフォームド・コンセントは、患者が十分な説明を受けたうえで治療に同意することである。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 自己決定権は、国が生き方を決める権利である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 自己決定権の例として、正しいものを選びなさい。　( ウ )

ア 大規模な開発前の環境調査 イ 行政機関への情報開示の請求

ウ 臓器提供の意思表示 エ 私生活の非公開 (10点)

10 新しい人権とその取り組みの組み合わせとして、正しいものを選びなさい。　( ウ )

ア 環境権と情報公開法 イ 知る権利と環境アセスメント

ウ プライバシーの権利と個人情報保護法 エ 自己決定権と情報公開法 (10点)

得点 / 100

知る権利

1989年

国際人権規約

男女雇用機会均等法

環境権

1979年

自分の生き方を自分で決める

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

ちりつもドリル
学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへ

の掲載・販売はできません。

1 / 1

G13-KOU-ATARASHII-JINKEN-BK-TEST-02-A


